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  神奈川異グ連の活動状況を伝える機関紙 ＜第３８号＞  

かながわ異グ連ニュース 

                国際中小企業異業種交流会議（台湾） 参加報告                 芝 忠 

 毎年恒例の国際中小企業異業種交流会議が10月23日、台湾・台中市で開催されました。2000年に韓国で開催されて

以降、韓国・日本・台湾を二回りしました。来年は韓国で三度目が開催されるでしょう。会場に行ったら、「全球中小企業

跨業交流大會」の看板がありました。全球とは、全世界という意味です。日韓台が何故全世界なのかな？とおもった

ら、アメリカを始め見慣れない国々から参加がありました。実際に異業種交流を行っているのかどうかは定かではあり

ませんでしたが、台湾が招待をしたのでしょう。意気込みだけは感じました。 

午前10時から開始し、副大統領の挨拶など相変わらずセレモニーが大好きな国民性です。肝心の各国異業種交流

活動の紹介については３時頃からようやく始まり、日本は私が代表して10分間、企業紹介は各国15分づつですが、神

奈川からＪＡＳＰＡ（航空・宇宙開発関連部品調達支援プロジェクトが創った会社）とＫＩＫ（ '85神奈川異業種交流プラザ）

会長企業の㈱三宝及び石川県から「金箔美人: 夢らく商事」の１社の計３社。このあたりの時間になると通訳も疲れて

翻訳していなかったようです。私は逐語通訳も可能なようにゆっくりと発言したのですが、下手な通訳陣も休憩していた

ようです。 

 企業展示は機械・電機等は殆どなく、大学（会場は大学でした！）関連のカタログコーナーとサービス・販売企業が中

心でした。懇親会も学生相手の趣向で大変がっかりしました。名刺交換の場も少なかったようです。                         

翌日は台北に引き返し、日系企業との懇談会が行われ、㈶台湾交流協会（事実上日本政府の大使館に当たる）副代

表からの日台関係の講和など大変収穫の多い一時でした。食事も本格的中華料理でした。気候は10月下旬でしたが、

私は上着を着て丁度良い感じでした。 

 大会参加者は台湾が1200名、韓国が90名、日本が34名でした。うち神奈川からは18名も参加し、神奈川デーでした。

これも高橋ビジネスコーディネータの奮闘によるものです。感謝、感謝。                                      

会場の国立中興大学構内にあった大きな碑に論語の語句が刻まれていました。 

 「志於道、拠於徳、依於仁、游於芸」 

〔道（み）に志（こころざ）し、徳（とく）に拠（よ）り、仁（じん）に依（よ）り、芸（げ）に游（あそ）ぶ。〕人として正しい道を踏み

行うよう心掛けなさい。そして人格（徳）を磨きなさい。徳の実践はすべて仁をより所としなさい。その上で豊かな教養を

身につけ悠々と生きる。これが人生の王道だ」（インターネット調査による） 

産 学 官 交 流 サ ロ ン の コ ー ナ ー 

第１３回よこはまサロン案内 

中国で日本語を学ぶ学生たちは、

日本の企業に何を期待しているので

しょうか？今回のスピーカには長年、

上海で中国人の若者に日本語を教え

てきた上海経済大学客員教授・小林

利逸氏です。ご期待下さい。 

日時：１１月１７日（木）18:00 

場所：横浜ｴｸｾﾚﾝﾄビルⅢ ９Ｆ 

お問い合わせ：045-633-5142 

担当幹事（芝、池谷 杉本） 

申込み：fax 045-212-5547 ｏｒ 

045-633-5194 

idea-info@ideabank.or.jp 

横浜サロン代表幹事 河津明男 

第１１回かわさきサロン報告 

 サイバー異業種交流を考えたこ

とがありますか？１１月１日（火）川

崎サロンでは、かながわ異グ連理

事の滝田司氏（滝田会計事務所

長）をスピーカとして、これからの

異業種交流の形態について突っ込

んだ議論を行いました。 

 インターネットは時間、距離の壁

をこえる大きな交流の場を形成で

きる。交流は最後はフェースとフェ

ースの人間関係が重要等々の意

見が出されました。 

お問い合わせ： 

滝田司氏 044-833-1491 

第１１回よこすかサロン案内 

 今回の話題は、世界中から「携帯電

話」のシリコンバレーとまで喩えられる

ほどに発展したＹＲＰのパワーについ

て、その実態と携帯電話がどこまで進

化するか、夢を語り合います。 

日時：１２月１日（木）18:00～ 

場所：神奈川新聞横須賀支社５Ｆ 

会費：１,５００円（今回は忘年会をかね

て、500円高く設定しました） 

スピーカ：㈱横須賀テレコムリサーチ企

画部長、 大田現一郎氏 

参加申込み：fax 045-633-5194八幡 

 NPO産業クラスター研究会  

鶴野省三 046-836-6785 

尾上町サロン（毎月第一､第三金曜開催中） やってます！！はやってます！！ 

 開催日：毎月第一・第三金曜日ｐｍ５：３０～ （１１月は１８日、１２月は２日、１６日） 

場所： 神奈川中小企業センタービル ５Ｆ 神奈川県異業種グループ連絡会議事務所 

会費： ５００円（現物支給でも構いませんよ！）  気楽にぶらっとお出でください！！ 

発行：神奈川県異業種グループ連絡会議 事務局長 芝 忠 

〒231-0015横浜市中区尾上町5-80 神奈川中小企業センター５Ｆ 

TEL０４５－６３３－５１４２ FAX０４５－６３３－５１９４ 

Email:zan25564@nifty.com http://www.kanagawa-iguren.com 

mailto:idea-info@ideabank.or.jp
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かながわ異グ連の会員グループやプロジェクトの状況 

オールディーズ・シニア・クラブ              小林ＢＣ 

１０月１４日の定例会ではミニ・クラブの活動報告や講話などの話題がありました。いくつかを紹介します。 

１．現在、横浜中央市場で水産物の仲卸業を経営している坪倉会員の講話：「趣味から学ぶ」 

20 歳の時、親より仕事を継ぎ、30 歳で川崎にて開業、40 歳で失敗。心を癒す為、趣味であった登山を思いつき、

西丹沢に出掛けた。丹沢湖でブラックバスの釣を味わったのがきっかけで、釣にのめり込む。道具にもこだわり、ル

アの毛鉤に工夫をこらしたりして、フライフィッシングを楽しんでいる。丹沢湖のほとりで、ホームレスまがいの生活

をしているプロの釣り人（アメリカの大会で何度か優勝している）と意気投合。人生の生き様を教えられた。釣によっ

て勇気を与えられ、挫折感から立ち直れた。 

現在５４歳、「元気をプレゼントすることがボランテア」という信念にて、多方面でエネルギュッシュな活動をしてい

ます。（市場での夕市11/5 15:00～18:00,や日本丸パークの朝市 10/10,劇団活動、ボランテア等） 

２．大手建設会社を退職し、ＶＥの立場から建築現場を巡回してみたいという一級建築士の小塚会員から、リフォーム

詐欺等へのアドバイス。（鎌倉市の資料を参照した） 

悪質な業者（リフォーム系、裁判系架空請求、年金担保系融資、上下水道検査系訪問販売）を撃退する５つの鍵 

①玄関に鍵：   どこの会社？ ご用件は？ しっかり確かめて。 

②返事に鍵：   あいまいな返事をしない。断りはきっぱりと。いりません！ 帰ってください！ 

③自分のことに鍵：見知らぬ人に自分の情報を伝えない。貯金はいくら？ 一人暮らし？  

④財布に鍵：   セールスの言葉や、広告の内容だけで簡単に契約しない。 

⑤ＳＯＳの鍵：  訪問販売で、クーリングオフ（無条件解約）出来る期間は８日間。    以上 

湘南ひらつかテクノフェア２００５を開催 

この 10月 14,15日、平塚市勤労開館で、「湘南ひらつか

テクノフェア 2005」が開催されました。主催は平塚商工会議

所、湘南地域県政総合センター、平塚市、と異業種交流、

産学公を含む市内の８団体による実行委員会。湘南と銘打

ち、隣接の自治体にも参加を呼びかけたせいもあってか、

出展は市内企業のみならず、大学、高校、公共機関などを

も加えて 34と多彩で、入場者数は計 620人。特別企画とし

て東海大学、神奈川大学による講演会を企画する等趣向

を凝らした事もあり、初めてとしては結果上々との評判。開

催に加わった平塚市異業種研究会でも数企業が出展、来

場者のハイテク技術への関心を集めていました。特に平塚

市産学公連携推進委員会が参加して開発した「こしあん」

製造工程から排出される産業廃棄物の小豆の皮を利用し

て開発した和紙、これを材料にして創作した「夢のあん灯」

には多くの関心が集まっていたようです。スタッフ一同、手

応えを感じ来年度の開催を誓っていました。（大先輩の吉

野友邦先生からお寄せいただきました！） 

新規プロジェクトの発足 

海外の人達も交えた異業種交流の場として「ＮＰＯ国

際交流支援協議会」が、１０月１５日（土）に発足しまし

た。理事長・岡田めぐみから趣旨を、内外からの参加者

から期待を込めての祝辞の後、懇親会（ハロウインパー

ティー）は４１名の参加で盛り上がりました。 身近な国際

交流の場への皆様のご参加をお待ちしています。 

早速、国際交流会（クリスマスパーティー）のご案内を

いたします。 

日 時：１２月１７日（土）１８：００～ 

場 所：横浜市中区真砂町4―43 木下商事ビル 8Ｆ 

横浜留学センター内にて 

参加費：２０００円（飲食込み）受付にて徴収します。 

問い合わせ・申し込み： 

e-mail: yrc@ies-world.com  担当岡田めぐみ  

ご参加ご希望の方は、１２月１０日（土）迄に上記メール

アドレスまたは、ＦＡＸにて異グ連事務局（国際交流支援

協議会）宛 氏名、会社名、電話番号を記載して申し込み

下さい。ＦＡＸ：045-633-5194 

                         アルメニアプロジェクト                    加藤文BC  

11 月末にアルメニアの中小企業振興の行政関係の方々が 5 名来日されます。異グ連が窓口となって、日本の戦後

の復興の歴史や中小企業振興施策やその変遷についてアルメニアプロジェクトチームのメンバーが中心となって研修

対応します。旧ソ連邦時代には、製造業は、決められた仕様で決められた数量を決められた通りに製造すればよかっ

たのですが、社会主義経済社会から自由主義経済社会になり、全て自分たちで考えなければならなくなり、製造業に

は大きな戸惑いが見られます。来日される方は、第二次大戦後に焼け野原から驚異的な復興を成し遂げた日本にた

いへん興味を持っています。すでに来日される方々から特に興味をもたれることや勉強したいことについて希望も寄

せられ、それに基づき講義や工場見学が計画されています。すでに講師を担当する方々も決まり、講義のためのテキ

スト作成に奮闘しております。また、工場見学については、地理的にも機構的にもアルメニアと似ている山梨県甲府市

を中心とした地域にご案内すべく計画し、折衝中です。 

mailto:yrc@ies-world.com
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  日韓ビジネス協議会から１つの報告と２つのお知らせ                 高橋ＢＣ  

 １、１０月は台湾で開催された「国際中小企業異業種交流シンポジウム」に当会から8名の参加者がいましたので休会

とさせて頂きました。「国際中小企業異業種交流シンポジウム」は台北からバスで２時間程度かかる台中の国立中興

大学で開催されました。主催者側の不手際が多く、大変参加者には申し訳のない思いをさせてしまいました。会場の席

が普通は日本、韓国が中央であるべきが両サイド、通訳がいい加減、企業間交流が全くなし、宴会も野外の屋台形

式、会場の中央後部には殆どが学生であった。学生にこの「国際中小企業異業種交流シンポジウム」を 

見せるために開催されたような感じがした。台湾側から謝罪の書簡が来たようですが、今後はこの様な事のないよう

にして欲しいものです。 

２、 神奈川県と友好提携を結んで 15周年になる韓国・京畿道との「国際企業間交流」が行われます。 

内容：投資誘致説明、企業紹介、懇親会他 

日時：２００５年１１月１５日（火）１４：００～１７：３０ 

会場：神奈川中小企業センター１４Ｆ多目的ホール 

主催：神奈川異グ連、韓国京ギ道中小企業異業種交流連合会 

会費：５０００円  

３、次回の日韓ビジネス協議会は１２月１４日（水）午後３時頃から中小企業センター５階の会議室を予定しています。

参加時には事務局の高橋まで連絡して下さい。 

                 TEL：０４５－３１１－００９４、MAIL：mtakahas@tb3.so-net.ne.jp 

三浦海洋深層水を楽しむ会          八幡敬和                

 １０月の定例会は恒例の「三浦港まつり」に海洋深層水関連商品コー

ナーを設け、試飲・飲食・販売・ＰＲなどに当てられ、海洋深層水の啓蒙

と関連商品のＰＲを行った。今回で３回目の出展であったが、当日（１０

月２３日）は天候に恵まれ遠来の客が多く、道路の渋滞と会場内の盛

況から、昨年を超える参加者であったと思われる。１１月２１日（月）に

は、ＮＰＯ日本海洋深層水協会主催の第二回セミナーが久米島（沖縄

県）で開催予定であり、当会員も一部参加する予定のため、１１月の定

例会の開催は未定である。 

'85神奈川異業種交流プラザ（ＫＩＫ） 

10 月よりＫＩＫ事務局を吉池が担当すること

になりました、よろしくお願いいたします。 

１０月の例会は、１９日（水）産総研で神奈 

川県産学交流研究発表会の聴講・見学を合

わせ行いました。参加者は少なかったので

すが、かつて産総研に勤められていた滝沢

ＢＣ殿に、ご案内をして頂き、有意義なもの

でした。            吉池ＢＣ 

まんてんプロジェクト、ＪＡＳＰＡ関係               千田ＢＣ 

 １０月１６日から２０日まで、福岡にて開催された第５６回国際宇宙会議福岡大会に併設された宇宙フェアにまんてん

グループとして、ＪＡＳＰＡ他３社が共同出展した。また（財）日本航空宇宙工業会からヒアリングを 

行いたいとの提案があった。１０月２６日の日本経済新聞にまんてんプロジェクトが大きく報道された。 

 一方、受発注活動はだんだん活発になっており、会員企業にたいしＪＡＳＰＡから毎日ほぼ一件程度の割合で見積も

り請求を出している。マッチング率を向上させるためには更なる会員企業の増加が必要になってきた。１０月末に英国

企業がまんてんメンバーに参加したため、欧州の航空宇宙ビジネスとの接点を容易に持つことが出来るようになった。 

   新防食技術活用プロジェクト                 田中繁夫ＢＣ 

例会を１１月８日神奈川中小企業センターで開催しました。参加企業及び参加者の皆さんが何らかのビジネスメリッ

トを獲得出来る場の構築を進めるために、今回は具体的なビジネスモデルの検討を行いました。 整理をして公開した

いと思っています。  

議題：１）防食関連商品のグループ営業活動の提案  ２)営業用パンフレットの作成提案 

    ３)テクニカルショーヨコハマ２００６でのPR活動 

    ４)情報交換 イ)羽田空港拡張に伴うビジネスチャンス、ロ)企業間連携の検討 

プロジェクトへの参加希望企業は幹事（田中繁夫 s-tanaka@saturn.dti.ne.jp  ）までご連絡ください。 

 注）10月28日「地域中小企業と大学との共同行動シンポジューム」の内容は、紙面の都合により別途臨時号で報告の予定です。 

mailto:mtakahas@tb3.so-net.ne.jp
mailto:s-tanaka@saturn.dti.ne.jp
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特別寄稿文        広域地域交流の事例紹介（米沢交流１７年から）          芝 忠 

 グローバル化やＩＴ通信技術の進展に伴い、広域地域連携が進みつつあります。ご参考までに山形―神奈川での成

功事例を紹介させていただきます。 

  ９月９日、山形県米沢市で米沢電機工業会の設立20周年祝賀会が開催され、神奈川から５名参加しました。奇しくも

17年前の同日、米沢電機工業会と '85神奈川異業種交流プラザ（略称ＫＩＫ、会長：㈱三宝代表取締役 藤塚眞也子氏）

が日本で初めて「地域間交流の協定書」を調印して、以来17年の交流を継続してきました。このことは中小企業白書

（昭和63年版）でも紹介されましたが、白書で紹介された成功事例が今日まで継続してきたということは大変なことで

す。「交流協定書」は一種の紳士協定ですが、双方にマンネリ化を防ぎ、時々に合わせて交流計画を修正しながら、こ

れまで５次にわたって協定書を結び直してきました。 

協定書は前文のほか10条で構成され、①団体名と交流期間②広域地域間交流の促進③経営革新への努力④ビジ

ネスチャンスの増加⑤信頼関係と秘密の保持⑥年間交流事業計画の作成⑦交流責任者⑧交流経費の負担⑨調停委

員会⑩その他 となっています。 

特に重要な項目はトラブル防止策で、調停委員会を設置して協議を行うこととなっています。実際には一度も発令さ

れたことはありませんが、共同事業や情報交換について誠実な対応を行う倫理基準ともなっています。こうした手法は

その後、神奈川異グ連が山口県や愛媛県との交流、さらには中国・ベトナムとの国際交流協定書としても生かされてい

ます。韓国京畿道との交流においても同様な趣旨の「協定書」を結ぶ予定です。 

 米沢電機工業会との交流成果は、①初期の段階で共同開発・受発注成果十数件②交流会百回以上③有益情報の交

流会④経営者の意識革新⑤社員研修に効果⑥地域の動き（東北全域）や国際情勢（特に中国・韓国等）、大手弱電企

業の動き等の把握⑦電機・電子関連企業の生産システムの勉強⑧米沢地域の風土・物産等の把握等が挙げられま

す。最近では共同で「後継者問題シンポジウム」なども開催しています。今後は海外共同研修（中国等）や社員交流（継

続）、ＨＰのリンク－、データベースの共有化、交流活動のより一層の深化などが挙げられます。 

 今回米沢で開催された記念シンポジウムで、主催者の立川会長からの依頼もあって、ＫＩＫ側（旭光通信システム㈱

代表取締役 酒井不二雄氏）から、米沢との交流成果と神奈川から見た米沢との地域的相違についての評価が発表さ

れました。広域地域間交流を継続させている産業基盤の違いを改めて認識する重要な機会でした。表はＫＩＫ企業と米

沢の中堅企業との大雑把な比較で、全部の企業が当てはまるわけではありませんが、広域地域間交流を行う際に、ど

うして交流効果が出るのかを事前に判断する上で大切です。実際には交流開始の段階でここまで理論的に整理した

わけではありませんが、直観的に違いを双方が認識して、効果ありそうだと判断したと思います。ご参考までに下表で

紹介いたします。 

 なお蛇足ですが、この交流事業の事例は主として「製造業」の地域間交流形態ですが、神奈川県には横浜市と宮崎

県都城市との「商業者」の交流が20年続いた事例があります。地道な交流から共同イベント販売などに発展して数千万

円の売り上げを上げる成果もありましたが、あまりにもお金に振り回されたので中止されました。 

        表  産業基盤の相違点（酒井社長作成を一部補強）  

比較項目 '85神奈川異業種交流プラザ 米沢電機工業会 

地  域 神奈川県内に広く分散 人口 860万人 広域米沢市に密着 人口10万人 

業  種 異業種で構成 同一またはそれに近い 

開発形態 商品開発、市場開発 主として生産システムの開発 

技  術 各業界におけるトップクラス 

 

生産技術で国内トップクラス、Ｑクォリティ・ 

Ｃコスト・Ｄデリバリーに優れている 

営  業 多くの得意先、提案型開拓営業 主として系列の親企業群が対象 

価格決定 自社の判断が大きい 親企業の指示価格部分が大きい 

生産部門 メーカーだが営業、設計等の比重が大 ものづくり部門が大きく、生産技術に優位 

営業範囲 国内中心 世界対象 

戦  略 自社の戦略 親企業の戦略に影響される 

組織形態 それぞれがバラバラで自立 結束固く共同体 

雇用効果 小さい 極めて大きい 

産学連携 各企業の戦略で行動 山形大学工学部と密着活用 

景気の影響 業種によりバラバラ 良くも悪くも同時に受けやすい 

世界景気 穏やかに影響 敏感に反応 
 

ご投稿を歓迎いたします。かながわ異グ連事務局（広報）ｔｅｌ０４５－６３３－５１４２、ｆａｘ０４５－６３３－５１９４ 


